
　

軽
米
町
は
昭
和
30
年
１
月
１
日
の
旧
軽
米
町
、
小
軽
米
村
、
晴
山
村
の
１
町
２
カ
村
の
合
併

か
ら
70
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
豪
雨
災
害
な
ど
幾
多
の
困
難
に
直
面
し
な
が
ら
も
町
民
の
皆
様
の

郷
土
愛
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
、
そ
し
て
多
く
の
支
援
に
よ
り
、
町
勢
は
着
実
に
発
展
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
町
勢
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
諸
先
輩
方
、
町
民
の

皆
様
に
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

町
村
合
併
か
ら
30
周
年
を
迎
え
た
昭
和
60
年
に
は
、
十
勝
開
発
の
先
駆
者
と
し
て
功
を
収
め

た
本
町
出
身
の
大
川
宇
八
郎
翁
が
縁
で
、
北
海
道
音
更
町
と
の
姉
妹
締
結
を
行
い
、
本
年
で
40

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
姉
妹
締
結
40
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、
両
町
の
歴
史
や
文
化
を
紹
介

す
る
相
互
資
料
展
、
各
団
体
に
よ
る
交
流
事
業
、
さ
ら
に
は
音
更
町
訪
問
交
流
ツ
ア
ー
な
ど
の

記
念
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
町
民
の
方
々
は
、
広
大
な
大
地
に
広
が
る
美
し

い
景
色
と
音
更
町
の
皆
様
の
温
か
い
お
も
て
な
し
に
感
動
し
た
様
子
で
、
改
め
て
友
好
の
絆
を

実
感
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、現
在
、町
を
取
り
巻
く
状
況
は
急
速
に
進
む
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、物
価
高
騰
に
よ
る

経
済
情
勢
の
不
安
定
化
、激
甚
化
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
な
ど
日
々
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

本
町
で
は
多
様
化
す
る
地
域
課
題
を
解
決
し
、
住
み
よ
い
環
境
と
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
維
持

し
て
い
く
た
め
「
軽
米
町
総
合
発
展
計
画
」
及
び
「
第
２
期
軽
米
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦

略
」
に
基
づ
き
各
種
施
策
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
か
る
ま
い
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
宇
漢
米
館
」
は
令
和
５
年
12
月
の
開
館
以
来
、
町
内
外
か
ら

多
く
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
施
設
が
町
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

拠
点
と
な
り
、
地
域
活
性
化
の
一
翼
を
担
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
町
は
こ
れ
ま
で
「
子
育
て
支
援
日
本
一
の
ま
ち
」
を
目
指
し
、
高
校
生
以
下
の
医
療
費
や

保
育
料
、
児
童
生
徒
の
学
校
給
食
費
の
無
償
化
な
ど
に
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、
太
陽
光
や
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

町
村
合
併
70
周
年
を
契
機
と
し
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
軽
米
町
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、

町
の
将
来
像
で
あ
る
「
一
人
一
人
の
活
力
と
思
い
や
り
が
循
環
す
る
ま
ち
」
の
創
造
に
向
け
、

町
民
の
皆
様
と
手
を
携
え
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町村合併70周年のごあいさつ

軽米町長　山本　賢一
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軽米町議会議長　松浦　満雄

音
更
町
年
表

2
0
1
5	

7	

軽
米
町
議
会
議
長
、新
人
議
員
5
名
が
音
更
町
を
訪
問

	

7	

軽
米
町
こ
ど
も
姉
妹
町
研
修
団
が
音
更
町
訪
問

	

8	

音
更
町
こ
ど
も
姉
妹
町
研
修
団
が
来
町

	

8	

音
更
町
姉
妹
締
結
30
周
年
記
ツ
ア
ー
交
流
会
で
軽
米
町

長
、
町
議
会
議
長
が
音
更
町
を
訪
問

	

10	

音
更
町
議
会
副
議
長
、
議
員
8
名
が
軽
米
町
を
訪
問

	
	

こ
の
年
姉
妹
締
結
30
周
年
記
念
コ
ラ
ボ
ビ
ー
ル
を
発
売

2
0
1
6	

7	

音
更
町
こ
ど
も
姉
妹
町
研
修
団
が
来
町

	

8	

軽
米
町
こ
ど
も
姉
妹
町
研
修
団
が
音
更
町
訪
問

	

10	

食
フ
ェ
ス
タ 

in 

か
る
ま
い
に
寺
山
町
長
、
小
野
議
長

が
来
町

2
0
1
7	

4	

音
更
町
長
に
小
野
信
次
氏
、
町
議
会
議
長
に
佐
藤
和
也

氏
就
任

	

7	

軽
米
町
こ
ど
も
姉
妹
町
研
修
団
が
音
更
町
訪
問

	

8	

音
更
町
こ
ど
も
姉
妹
町
研
修
団
が
来
町

	

10	

軽
米
町
議
会
議
長
が
み
の
り
〜
む
フ
ェ
ス
タ
で
音
更
町

を
訪
問

2
0
1
8	

2	

寺
山
前
音
更
町
長
の
葬
儀
に
軽
米
町
長
が
出
席

	

7	

音
更
町
こ
ど
も
姉
妹
町
研
修
団
が
来
町

	

8	

軽
米
町
こ
ど
も
姉
妹
町
研
修
団
が
音
更
町
訪
問

2
0
1
9	

7	

軽
米
町
こ
ど
も
姉
妹
町
研
修
団
が
音
更
町
訪
問

	

8	

音
更
町
こ
ど
も
姉
妹
町
研
修
団
が
来
町

	

10	

軽
米
町
議
会
議
長
、副
議
長
、新
人
議
員
３
名
が
音
更
町

を
訪
問

2
0
2
0	

1	

音
更
町
の
小
野
町
長
と
髙
瀨
議
長
が
軽
米
町
を
訪
問

	

12	

こ
ど
も
姉
妹
町
研
修
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
中
止

と
な
り
代
替
事
業
と
し
て
姉
妹
町
小
学
生
絵
画
作
品
展

を
開
催

2
0
2
1	

10	

音
更
町
開
町
1
2
0
周
年
記
念
式
典
を
開
催

	

11	

こ
ど
も
姉
妹
町
研
修
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
中
止

に
。
晴
山
小
と
音
更
小
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流

2
0
2
2	

4	

道
の
駅
お
と
ふ
け　

な
つ
ぞ
ら
の
ふ
る
里
が
オ
ー
プ
ン

2
0
2
3	

3	

山
口
元
音
更
町
長
葬
儀
に
軽
米
町
長
、
町
議
会
議
長
が

出
席

	

7	

音
更
町
議
会
議
長
、
議
員
6
名
が
軽
米
町
を
訪
問

	

7	

こ
ど
も
姉
妹
町
研
修
を
４
年
ぶ
り
に
再
開

	

7	

音
更
町
こ
ど
も
姉
妹
町
研
修
団
が
来
町

	

8	

軽
米
町
こ
ど
も
姉
妹
町
研
修
団
が
音
更
町
訪
問

	

8	

道
の
駅
お
と
ふ
け　

来
場
者
2
0
0
万
人
を
達
成

2
0
2
4	

1	

音
更
町
の
小
野
町
長
が
軽
米
町
を
訪
問

	

7	

軽
米
町
議
会
議
長
、
副
議
長
、
新
人
議
員
２
名
が
音
更

町
を
訪
問

	

7	

軽
米
町
こ
ど
も
姉
妹
町
研
修
団
が
音
更
町
訪
問

	

8	

音
更
町
こ
ど
も
姉
妹
町
研
修
団
が
来
町

2
0
2
5	

7	

音
更
町
議
会
副
議
長
、
議
員
8
名
が
軽
米
町
を
訪
問

	

7	

音
更
町
こ
ど
も
姉
妹
町
研
修
団
が
来
町

	

８	

軽
米
町
こ
ど
も
姉
妹
町
研
修
団
が
音
更
町
訪
問

	

10	

み
の
り
～
む
フ
ェ
ス
タ
に
軽
米
町
長
が
出
席
、山
内
神
楽

保
存
会
と
軽
米
町
ふ
る
さ
と
大
使
が
出
演

	

10	

姉
妹
締
結
40
周
年
を
迎
え
る

軽
米
町
年
表

2
0
1
5	

4	

児
童
生
徒
医
療
費
助
成
を
15
歳
か
ら
18
歳
に
対
象
を
拡
大

	

4	

町
立
晴
山
保
育
園
が
開
園

	

10	

軽
米
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
を
策
定

	

11	

町
村
合
併
60
周
年
記
念
式
典
を
開
催

2
0
1
6	

2	

第
５
次
軽
米
町
行
政
改
革
大
綱
を
策
定

	

3	

役
場
庁
舎
地
中
熱
暖
房
シ
ス
テ
ム
・
太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入

	

3	

軽
米
・
西
山
太
陽
光
発
電
所
起
工
式

	

4	

軽
米
西
・
東
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
立
地
協
定
調
印
式

	

4	

軽
米
西
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
起
工
式

	

8	

軽
米
・
西
山
太
陽
光
発
電
所
が
運
転
を
開
始

	

10	

2
0
1
6
希
望
郷
い
わ
て
国
体
・
軟
式
野
球
競
技
を
町
内
初
開
催

	

11	

十
文
字
チ
キ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
運
転
を
開
始

2
0
1
7	

4	

軽
米
東
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
起
工
式

	

11	

植
物
工
場
立
地
協
定
締
結
式

2
0
1
8	

2	

植
物
工
場
開
所
式

	

5	

軽
米
尊
坊
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
起
工
式

	

11	

在
京
軽
米
会
設
立
30
周
年
記
念
総
会
を
開
催

2
0
1
9	

2	

軽
米
町
が
横
浜
市
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
連
携
協
定
を
締
結

	

4	

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
め
ご
か
る
」
開
設

	

7	

軽
米
西
ソ
ー
ラ
ー
で
運
転
を
開
始

	

8	

軽
米
西
ソ
ー
ラ
ー
竣
工
式
を
開
催

	

12	

軽
米
東
ソ
ー
ラ
ー
で
運
転
を
開
始

	

12	

軽
米
東
ソ
ー
ラ
ー
竣
工
式
を
開
催

2
0
2
0	

2	

県
北
９
市
町
村
に
よ
る
北
岩
手
循
環
共
生
圏
を
結
成

	

3	

第
２
期
軽
米
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
を
策
定

	

4	

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
創
設

	

4	

新
火
葬
場
「
か
る
ま
い
斎
苑
」
の
供
用
を
開
始

	

4	

ミ
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
ソ
ー
ラ
ー
館
が
開
館

	

7	

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
ち
い
荘
が
完
成
、
落
成
式

2
0
2
1	

2	

ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
さ
る
な
っ
し
～
」
を
晴
山
小
児
童
が
考
案

	

2	

町
内
初
と
な
る
軽
米
風
力
発
電
所
が
運
転
を
開
始

	

3	

ミ
ル
・
み
る
ハ
ウ
ス
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

	

3	

町
立
軽
米
保
育
園
が
閉
園
、
57
年
の
歴
史
に
幕

	

3	

町
立
軽
米
幼
稚
園
が
閉
園
、
52
年
の
歴
史
に
幕

	

4	

軽
米
町
総
合
発
展
計
画
（
2
0
2
1
－
2
0
3
0
）
を
策
定

	

4	

児
童
生
徒
給
食
費
を
完
全
無
償
化

	

4	

町
立
花
の
ま
ち
軽
米
こ
ど
も
園
が
開
園

	

5	

町
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
開
始

	

10	

軽
米
尊
坊
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
で
運
転
を
開
始

	

11	

常
設
型
居
場
所
「
ト
コ
ト
コ
か
る
ま
い
広
場
」
を
開
設

2
0
2
2	

3	

町
立
笹
渡
保
育
園
が
閉
園
、
49
年
の
歴
史
に
幕

	
9	

軽
米
秋
ま
つ
り
が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る

	
11	
軽
米
V
B
S
S
が
岩
手
県
小
学
生
育
成
大
会
で
５
連
覇
を
達
成

	

12	
軽
米
高
家
太
陽
光
発
電
所
が
運
転
を
開
始

2
0
2
3	

7	
か
る
ま
い
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
が
完
成

	

12	

か
る
ま
い
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
が
開
館
、
記
念
式
典
を
開
催

2
0
2
4	

8	

軽
米
町
ふ
る
さ
と
大
使
第
１
号
に
神
久
保
翔
也
氏
を
任
命

	

9	

町
村
合
併
当
時
か
ら
の
24
投
票
区
を
12
投
票
区
に
再
編

	

12	

か
る
ま
い
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
が
開
館
１
周
年

2
0
2
5	

1	

町
村
合
併
か
ら
70
年
を
迎
え
る

	

11	

町
村
合
併
70
周
年
記
念
式
典
を
開
催

●活動内容

●活動内容

●活動内容

●活動内容

●活動内容

●活動内容

じんくぼ　しょうや

神久保 翔也
34歳（観音林東出身）
軽米町ふるさと大使
アイドルグループ

「甘党男子」

全国各地でお菓子を配る「甘党男子」のメンバーと
して、全国ライブ・イベント等に出演
軽米町ふるさと大使としても地域の魅力を発信
都市と地方をつなぐ新たなブランディングや観光
PRも推進している

生徒会中心の「あいさつ運動」
「地域の総合的な探求」では町の観光についての
課題解決策を探り、チューリップアートの実現に
向けた活動を展開する

地域おこし協力隊として「町の魅力発信プロジェ
クト」を手掛ける
Web媒体を中心とした情報発信の他、特産品を
使った新商品開発等を企画
個人事業主としても独立・起業しデザイン、イベント
プランニング業務も請け負う

義父母とともに果樹中心の専業農家を営む
アグリ管理士、認定農業者、町農業委員
企業勤務経験も活かし事務、販売、営業もこなす

「在京軽米会」の副会長を30年余り努める
年一回の在京軽米会総会と軽米高校同窓会東京
支部総会、「かっけを食す会」の開催、軽米秋ま
つりへの参加など、軽米町の首都圏応援の要
YouTubeを利用した軽米町と軽米高校のPR
甥っ子が営む「畑澤りんご園」のリンゴも全国に届ける

関東の建設会社に就職後、軽米町にUターン
主に個人住宅の建築・リフォームを手掛ける
商工会青年部長として夏祭りの花火大会、清掃
活動などに取り組む

軽米高校２年
（軽米町出身）
岩手県立軽米高等学校

生徒会長

50歳
苅敷山（八戸市出身）
苅谷果樹園代表

42歳
向川原（東京都出身）
軽米町地域おこし協力隊

「Hatch One Works」代表

35歳　下新町
軽米町商工会

青年部部長
家業の㈲夏井建築に従事

60歳
東京都在住（長倉出身）
在京軽米会副会長
軽米高校同窓会

東京支部長

あさみず　れい

浅水　澪

かりや　ちかこ

苅谷　恭子

あだち　たかゆき

安達　隆行

なつい　けんいち

夏井　賢一

はたざわ　やすひろ

畑澤　康弘

　

軽
米
町
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昭
和
30
年
1
月
1
日
に
旧
軽
米
町
、晴
山
村
、小

軽
米
村
の
三
町
村
が
大
同
団
結
し
本
年
で
70
周
年

の
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ

も
ひ
と
え
に
先
人
の
長
年
に
わ
た
る
努
力
の
積
み
重

ね
の
結
果
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
町
の
礎
を
築
い
て
来
ら

れ
ま
し
た
方
々
に
対
し
深
甚
な
る
敬
意
を
表
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、同
時
に
音
更
町
と
の
姉
妹
町
締
結
40
周
年

も
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。長
き
に
わ
た
り
交

流
、親
睦
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
音
更
町
様
に
対

し
ま
し
て
深
い
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
軽
米
町
は
輝
か
し
い
発
展
と
歴
史
を
刻

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。し
か
し
近
年
で
は
、急
速
に
進

む
人
口
減
少
、少
子
化
、高
齢
化
が
ま
ち
づ
く
り
に

大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
と
昭
和
の
二
度
の
合
併
を
乗
り
越
え
、そ
し

て
平
成
の
大
合
併
の
嵐
の
中
で
、自
主
、自
立
を
選
択

し
、厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
20
年
経
過
致

し
ま
し
た
。合
併
を
選
択
し
た
町
村
の
中
で
は
自
主

権
を
失
っ
た
こ
と
に
対
し
、大
き
な
失
望
を
抱
い
て
い

る
住
民
の
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。結
果
に
つ
い
て
は

後
世
の
評
価
を
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
が
、町
民
の

皆
さ
ま
方
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ

う
か
。

　

町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、こ
の
70
周
年
を
契

機
に
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
、町
民
と
と
も
に

英
知
を
結
集
し
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
誠
心

誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、町
民
の
皆
様
方
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を

お
祈
り
申
し
上
げ
、ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

軽米町町村合併70周年を祝して
ごあいさつ

軽
米
町
10
年
間
の
歩
み

音
更
町
と
の
10
年
間
の
歩
み

この10年間（2015-2025）の歩み

軽米町 町村合併70周年　1



5 4

苅
谷
：
苅
谷
果
樹
園
の
代
表
を
務
め
て
い

る
苅
谷
で
す
。
果
樹
園
を
継
ぐ
ま
で
農
業

の
知
識
が
な
か
っ
た
の
で
、
栽
培
だ
け
で

な
く
経
営
や
販
売
方
法
な
ど
も
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
す
。
現
在
は
、
岩

手
大
学
が
認
定
す
る
「
ア
グ
リ
管
理
士
」、

認
定
農
業
者
、
町
農
業
委
員
と
し
て
、
自

己
実
現
や
地
域
の
農
業
発
展
に
貢
献
で
き

る
よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
社

員
時
代
の
経
験
を
活
か
し
て
事
務
作
業
の

効
率
化
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

浅
水
：
軽
米
高
校
で
生
徒
会
長
を
し
て
い

ま
す
。
生
徒
会
で
は
中
高
一
貫
活
動
と
し

て
、
月
に
一
度
の
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
や

交
流
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
々
の

授
業
で
は
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

の
中
で
観
光
に
つ
い
て
調
べ
て
い
ま
す
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ア
ー
ト
も
計
画
し
て
い
て
、

フ
ォ
リ
ス
ト
パ
ー
ク
へ
視
察
に
行
っ
た
り
、

募
金
活
動
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
大

変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
み
ん
な
と
協

力
し
て
取
り
組
ん
だ
行
事
が
成
功
し
た
と

き
や
、「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
き
っ
か
け
に

毎
日
の
あ
い
さ
つ
を
褒
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
な
ど
に
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
。

畑
澤
：
私
は
、
高
校
卒
業
後
に
上
京
し
今

も
東
京
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
30
代
の
頃
か

ら
軽
米
高
校
同
窓
会
東
京
支
部
と
在
京
軽

米
会
に
入
り
、
現
在
は
同
窓
会
の
支
部
長
と

在
京
軽
米
会
の
副
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

会
員
と
の
交
流
会
を
開
い
た
り
、
S
N
S

で
軽
米
町
の
情
報
発
信
を
行
っ
た
り
す
る
ほ

か
、
個
人
的
に
Y
o
u 

T
u
b
e
で
「
軽

米
高
校
同
窓
会
東
京
支
部
＆
在
京
軽
米
会
」

と
い
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
し
、
活
動
内
容
や

軽
米
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
お
祭
り
の
様
子

な
ど
を
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
軽
米
高
校
同

窓
会
東
京
支
部
や
在
京
軽
米
会
の
会
員
か
ら

の
意
見
も
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

神
久
保
：
僕
は
高
校
卒
業
後
に
上
京
し
、

現
在
は
「
甘
党
男
子
」
と
い
う
ア
イ
ド
ル

グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
２
年
ほ
ど
前
か
ら
I
B
C
岩
手

放
送
で
「
甘
党
男
子
☆
神
久
保
翔
也
の
御

菓
子
倶
楽
部
」
と
い
う
番
組
を
担
当
し
て

い
る
ほ
か
、
昨
年
は
軽
米
町
ふ
る
さ
と
大

使
に
も
任
命
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
も
グ
ル
ー
プ
活
動
を
続
け
る
と
と
も
に
、

軽
米
町
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

夏
井
：
大
学
卒
業
後
は
関
東
の
建
設
会
社

に
就
職
し
ま
し
た
が
、
家
業
を
継
ぐ
た
め

Ｕ
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。
現
在
は
実
家
の
建

築
会
社
で
働
き
な
が
ら
、
商
工
会
青
年
部

の
部
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
仕
事
は
軽
米

町
を
中
心
に
、
戸
建
て
住
宅
の
新
築
や
リ

フ
ォ
ー
ム
な
ど
、
住
宅
に
関
す
る
施
工
を

全
般
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

安
達
：
昨
年
５
月
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
着
任
し
、町
の
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
情
報
サ
イ
ト

の
立
ち
上
げ
や
、
S
N
S
を
利
用
し
た
情

報
発
信
、
イ
ベ
ン
ト
の
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ

シ
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

今
年
か
ら
個
人
事
業
主
と
し
て
開
業
し
、

商
工
会
の
活
動
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

苅
谷
：
農
業
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

最
初
の
頃
は
効
率
化
で
き
る
所
ば
か
り
気

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
続
け
る
う

ち
に
効
率
を
求
め
る
だ
け
で
は
持
続
的
な

農
業
に
は
つ
な
が
ら
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
よ
う
に
な
り
、
今
は
先
輩
方
の
知

恵
と
教
え
を
大
切
に
し
な
が
ら
地
域
に
根

ざ
し
た
農
業
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
を
は
じ
め
果
樹

園
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
働
け
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
や
、
効

率
化
し
や
す
い
事
務
作
業
を
改
善
し
事
業

を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
小
規
模

農
家
の
魅
力
を
発
信
し
て
苅
谷
果
樹
園
ブ

ラ
ン
ド
を
確
立
し
、
町
の
魅
力
に
な
る
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

 

神
久
保
：
僕
は
農
業
の
効
率
化
に
興
味
が

あ
る
の
で
す
が
、
昔
か
ら
の
知
恵
や
教
え

と
効
率
化
を
同
時
に
進
め
る
こ
と
は
難
し

い
の
で
し
ょ
う
か
？

 

苅
谷
：
軽
米
町
は
平
ら
な
土
地
が
少
な
く
、

機
械
化
が
難
し
い
と
い
う
点
が
あ
り
ま
す
。

特
に
リ
ン
ゴ
は
手
作
業
が
多
く
、
手
伝
っ

て
く
だ
さ
る
方
が
い
な
い
と
手
が
回
り
ま

せ
ん
。
果
樹
園
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
る
皆

さ
ん
は
70
代
や
80
代
の
方
が
多
い
の
で
、

短
時
間
で
た
く
さ
ん
の
作
業
を
終
わ
ら
せ

る
よ
り
も
、
み
ん
な
で
安
全
に
楽
し
く
仕

事
が
で
き
る
環
境
の
方
が
重
要
で
す
。
あ

ま
り
一
生
懸
命
に
な
り
す
ぎ
ず
、
長
く
続

け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
方
が
、
農
業
は

持
続
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

神
久
保
：
確
か
に
長
い
目
で
見
た
ら
、
そ

の
方
が
着
実
に
未
来
へ
つ
な
げ
ら
れ
そ
う

で
す
ね
。
教
え
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

浅
水
：
学
校
に
関
し
て
は
、
先
輩
方
が
受

け
継
が
れ
て
き
た
よ
う
に
、
行
事
な
ど
を

行
う
際
、
生
徒
と
先
生
が
一
緒
に
な
っ
て
全

力
で
取
り
組
む
姿
勢
を
大
切
に
し
て
いっ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
個
人
的

に
は
絵
や
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ
る
仕
事
に
就

き
た
い
と
考
え
て
い
て
、
卒
業
後
は
県
外
へ

の
進
学
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
だ

け
で
な
く
地
域
と
の
関
わ
り
も
深
い
大
学

な
の
で
、
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
軽
米
町
に

も
還
元
し
て
い
き
た
い
で
す
。

畑
澤
：
私
は
、
ふ
る
さ
と
で
あ
る
軽
米
町

と
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
地
域
の
人
々
と

連
携
し
、
共
助
の
精
神
を
育
み
な
が
ら
、

よ
り
良
い
ふ
る
さ
と
の
未
来
を
と
も
に
創

造
す
る
と
い
う
思
い
で
、
今
後
も
応
援
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
過
疎
化
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
軽
米
高
校
の
存
続
も

重
視
し
た
い
点
で
、
人
口
減
少
が
進
む
な

か
、
町
外
か
ら
も
生
徒
を
受
け
入
れ
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
葛
巻
高
校
で
は

軽米町 町村合併70周年　2

11
月
21
日
の
町
村
合
併
70
周
年
記
念
式
典
で
の「
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
前
に
、

パ
ネ
リ
ス
ト
で
あ
る
６
名
が
座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
見
え
る
軽
米
町
の
今
と
未
来
を
語
り
ま
す
。

 

長
く
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
た
い

 

軽
米
高
校
の
魅
力
を
発
信

皆
さ
ん
の
活
動
と

将
来
を
伺
い
ま
す

地域の方々が自分を応援してくれていることが嬉しい。町の
人たちの温かさをもっと伝えられれば、町の新しい魅力につ
ながり活発な交流につながるのではと話す神久保さん

農業は、効率化も大事だけど、みんなが楽しく、そし
て長く続けられる環境づくりも必要だと感じたと話す
苅谷さん
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以
前
か
ら
「
く
ず
ま
き
山
村
留
学
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
し
、
九
戸
村
の
伊
保
内

高
校
も
同
様
の
取
り
組
み
を
始
め
て
、
今

は
東
京
か
ら
の
生
徒
も
受
け
入
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
軽
米
町
は
人
気
漫
画
で
訪
れ

る
方
も
多
い
と
聞
き
ま
す
し
、
上
手
く
活

用
し
て
入
学
者
の
増
加
に
つ
な
げ
ら
れ
た

ら
と
思
い
ま
す
。

神
久
保
：
僕
は
、
気
軽
に
宿
泊
で
き
る
場

所
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
も
宿
泊
場
所
は
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済

が
で
き
る
な
ど
、
県
外
か
ら
訪
れ
る
人
た

ち
に
と
っ
て
も
っ
と
利
用
し
や
す
く
な
れ

ば
と
感
じ
ま
す
。
軽
米
町
で
の
イ
ベ
ン
ト

に
は
僕
の
フ
ァ
ン
も
来
て
く
だ
さ
い
ま
す

が
、
盛
岡
や
八
戸
に
泊
ま
る
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。
ま
た
、
夜
行
バ
ス
で
来
た
と

き
に
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
れ
る
と
こ
ろ
が
あ

れ
ば
と
の
声
も
聞
き
ま
す
。
こ
う
し
た
設

備
に
は
維
持
費
も
か
か
る
た
め
難
し
い
面

も
あ
り
ま
す
が
、
例
え
ば
で
す
け
れ
ど
も
、

宿
泊
だ
け
で
な
く
軽
米
町
の
炭
を
使
っ
た

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
サ
ウ
ナ
が
楽
し
め
る
施

設
を
作
っ
て
、
一
年
を
通
し
て
県
内
外
か

ら
人
が
訪
れ
る
よ
う
な
仕
掛
け
も
い
か
が

で
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
気
軽
に
来
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
し
、
先
ほ
ど
畑
澤
さ

ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
関
係
人
口
を
増

や
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
僕
の
将
来
の
夢
は
、
軽
米
町

に
宿
泊
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
さ
ら
に
町

の
豊
か
な
自
然
や
人
の
温
か
さ
を
感
じ
ら

れ
る
場
所
を
作
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
い

つ
か
自
分
専
用
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
も
作
っ
て
、

東
京
と
軽
米
町
を
自
由
に
行
き
来
で
き
た

ら
い
い
な
、
な
ん
て
考
え
て
い
ま
す
。

夏
井
：
私
も
宿
泊
場
所
に
つ
い
て
は
同
感

で
す
。
加
え
て
移
動
手
段
も
考
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

「
ハ
イ
キ
ュ
ー
!!
」
の
フ
ァ
ン
が
軽
米
町
に

来
て
も
、
移
動
手
段
が
あ
り
ま
せ
ん
。
天

気
が
良
け
れ
ば
歩
い
て
回
る
こ
と
も
で
き

ま
す
が
、
雨
が
降
っ
た
場
合
は
難
し
い
で

す
。
私
た
ち
は
車
が
あ
る
の
が
当
た
り
前

で
す
が
、
観
光
客
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
周

回
バ
ス
の
よ
う
な
も
の
を
運
行
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、建
設
業
に
携
わ
っ

て
い
る
身
と
し
て
は
、
空
き
家
問
題
も
気

に
な
り
ま
す
。
宿
泊
場
所
と
同
じ
よ
う
に
、

不
動
産
を
検
索
し
て
も
な
か
な
か
出
て
こ

な
い
の
が
現
状
で
す
。
実
際
は
賃
貸
物
件

が
あ
る
の
に
調
べ
て
も
情
報
が
出
て
こ
な

い
と
い
う
の
は
、
定
住
人
口
を
増
や
す
上

で
大
き
な
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

安
達
：
僕
の
移
住
の
時
も
、
地
域
の
人
が

物
件
を
探
す
の
に
協
力
し
て
く
れ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。

夏
井
：
安
達
さ
ん
は
、
そ
の
大
変
さ
を
経

験
し
た
ん
で
す
ね
。

安
達
：
他
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
移

住
し
て
く
る
時
も
同
様
の
よ
う
で
、
僕
も

今
で
は
「
ど
こ
か
空
い
て
る
と
こ
ろ
知
ら

な
い
？
」
と
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

神
久
保
：
町
の
中
に
い
れ
ば
得
ら
れ
る
情

報
も
、
外
か
ら
だ
と
難
し
い
ケ
ー
ス
が
多

い
で
す
よ
ね
。

夏
井
：
そ
う
な
ん
で
す
。
な
か
に
は
「
軽

米
町
で
暮
ら
し
た
い
け
れ
ど
、
住
む
場
所

が
な
い
か
ら
諦
め
る
」
と
い
う
人
も
い
ま

す
。
こ
れ
は
本
当
に
も
っ
た
い
な
い
で
す

し
、
ど
う
に
か
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
ま
す
。

苅
谷
：
私
も
軽
米
町
で
暮
ら
す
前
に
い
ろ

い
ろ
調
べ
ま
し
た
が
、
情
報
が
得
ら
れ
な

く
て
と
て
も
困
り
ま
し
た
。
子
育
て
も
あ

り
ま
し
た
し
、
移
住
先
の
環
境
が
わ
か
ら

な
い
と
不
安
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

安
達
：
僕
が
実
際
に
軽
米
町
で
暮
ら
し
始

め
て
実
感
し
た
の
が
、
思
っ
て
い
た
以
上

に
人
と
の
繋
が
り
が
大
切
だ
な
と
感
じ
た

こ
と
で
す
。
宿
泊
場
所
や
空
き
物
件
な
ど

の
よ
う
に
、
人
と
の
関
わ
り
か
ら
得
ら
れ

る
情
報
が
と
て
も
多
い
か
ら
で
す
。
僕
の

仕
事
は
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
な
の

で
、
な
お
さ
ら
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
で

も
例
え
ば
物
件
探
し
に
つ
い
て
は
「
見
知

ら
ぬ
人
に
家
を
貸
す
の
は
怖
い
」
と
い
う

気
持
ち
が
事
情
と
し
て
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
私
が
元
い
た
地
域
で
は
そ
れ

を
、
信
用
で
き
る
管
理
不
動
産
屋
に
任
せ

る
こ
と
で
ク
リ
ア
し
て
い
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
不
安
を
解
消
す
る

手
段
を
得
る
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
や

立
場
の
人
と
連
携
を
取
る
こ
と
が
大
切
な

の
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
は
、い
ま
の
自
分
が
持
っ
て
い
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
以
上
の
関
わ
り
が
必
要
で
あ
り
、

情
報
の
取
得
や
発
信
も
と
て
も
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
地
域
全
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
、
役
立
つ
情
報

を
広
く
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

神
久
保
：
町
内
で
暮
ら
す
人
と
、
町
外
か

ら
来
る
人
の
感
覚
の
違
い
を
理
解
す
る
こ

と
は
大
切
で
す
よ
ね
。
例
え
ば
イ
ベ
ン
ト

に
来
て
く
れ
る
人
た
ち
は
、
開
始
時
間
に

合
わ
せ
て
会
場
に
向
か
い
ま
す
。
地
元
の

人
た
ち
は
車
が
あ
る
か
ら
い
い
け
れ
ど
、

県
外
の
人
は
新
幹
線
と
バ
ス
を
乗
り
継
が

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
で
も
そ
れ
を
想
定

し
た
開
始
時
間
で
は
な
い
た
め
、
行
き
づ

ら
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
例
え
ば
八

戸
か
ら
軽
米
を
経
由
す
る
バ
ス
に
乗
っ
て

来
る
場
合
、
到
着
し
て
30
分
後
く
ら
い
に

イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
る
と
余
裕
を
も
っ
て
参

加
で
き
ま
す
。
先
ほ
ど
の
空
き
物
件
も
同

じ
で
、
場
所
や
情
報
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
ア

ク
セ
ス
を
意
識
し
て
い
く
だ
け
で
、
も
っ

と
変
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

安
達
：
近
隣
市
の
知
人
か
ら
「
軽
米
は
、

軽
米
の
中
だ
け
で
完
結
で
き
て
い
る
印
象

が
あ
る
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
し
か
し
た
ら
こ
れ
は
、
軽
米
町
の
立
地

が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

山
に
囲
ま
れ
て
い
て
、
車
が
無
い
時
代
は

外
に
出
る
の
も
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
日
々
の
課
題
を
町
の
中
だ
け

で
解
決
し
よ
う
と
、
お
互
い
の
つ
な
が
り

を
強
め
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
し
、

町
の
歴
史
で
あ
り
、
強
み
で
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
た
だ
時
代
が
進
む
に
つ
れ
て
、

ほ
か
の
地
域
と
の
連
携
の
重
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
個
人
的
に
は

今
以
上
に
若
い
世
代
が
増
え
て
欲
し
い
で

す
。
特
に
、
一
度
は
外
に
出
た
地
元
の
人

は
、町
の
内
外
を
繋
ぐ
重
要
な
役
割
に
な
っ

て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

夏
井
：
帰
り
た
い
と
思
え
る
場
所
を
作
る

こ
と
が
大
切
で
す
よ
ね
。
町
の
外
で
た
く

さ
ん
刺
激
を
受
け
て
、
そ
れ
を
持
ち
帰
っ

て
、
軽
米
で
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
も
ら
え

る
の
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。

安
達
：
僕
は
東
京
生
ま
れ
な
の
で
、
軽
米

は
自
然
が
豊
か
で
素
晴
ら
し
い
町
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
四
季
折
々
に
花
が
咲
く

し
、
秋
に
は
稲
穂
が
実
り
、
冬
は
雪
が
降
っ

て
町
が
真
っ
白
に
な
る
。
そ
し
て
、
な
ん

と
い
っ
て
も
星
空
が
き
れ
い
で
す
。
交
通

の
便
も
、
車
さ
え
あ
れ
ば
八
戸
ま
で
買
い

物
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
高
速
道

路
を
使
え
ば
盛
岡
も
近
い
。
二
戸
か
ら
新

幹
線
に
も
乗
れ
ま
す
し
、
暮
ら
し
や
す
い

最
高
の
町
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
に
は
時

代
と
と
も
に
失
わ
れ
て
い
っ
た
原
風
景
が

あ
り
ま
す
が
、
軽
米
に
は
そ
ん
な
美
し
い

風
景
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
失
っ
た
も

の
を
取
り
戻
す
の
は
大
変
で
す
が
、
軽
米

な
ら
、
今
あ
る
も
の
を
守
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
町
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
魅
力
を

み
ん
な
で
守
っ
て
、
未
来
に
つ
な
い
で
い

き
た
い
で
す
。

 

夏
井
：
私
は
関
東
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
本

当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、「
住
み
た
い
の
に
住
め
な
い
」
と

い
う
現
状
を
知
っ
た
と
き
に
は
シ
ョ
ッ
ク

で
し
た
。
建
設
業
に
関
わ
る
人
間
と
し
て
、

そ
こ
は
改
善
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、

町
の
人
と
話
し
て
い
る
と
「
軽
米
に
は
コ

軽米町 町村合併70周年　3

 

四
季
折
々
の
原
風
景
が
魅
力

 

帰
り
た
い
と
思
え
る
場
所
づ
く
り

軽
米
町
へ
の
思
い
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

「ふるさとはずっと心の中にある」をモットーに、人と人と
のつながりを大切に、軽米町と向き合い、これからも応援
していきたいと話す畑澤さん

町外に出たとしても帰りたいと思える、そして帰る場所を
つくることが大事だと思う。チャレンジできる環境づくりを
考えていきたいと話す夏井さん

軽米町には、四季折々の日本の原風景があり暮らしやす
いと感じる一方で、初めて外から来る人にとって不安を
解消するには、さまざまな情報が必要であり、情報発信と
ネットワークづくりに力を入れていきたいと話す安達さん

 

町
外
か
ら
の
感
覚
を
ヒ
ン
ト
に
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姉妹町こども視察研修団
OB・OG交流会

軽米町・音更町の
資料館合同展

りんごの収穫を初めて体験

今だからこそ
大事と思える

田中さんは小学 5 年生のと
きに軽米町を訪れ、町内の
友人宅に民泊した経験が印
象に残っていると話します。

「当時一緒に研修に参加し
たお友達が、今回の懇親会
に来てくれるんです」と笑顔
を見せ、26 年の時を超えて
の再会に胸を膨らませていま

した。 今回の再訪では、り
んごのもぎ取り体験も初め
て経験。「かるまいのりんご、
美味しいですね！はじめて自
分の手でもぎ取って、すごく
楽しかったです」と、懐かし
さと新しさを同時に味わって
いました。

令和５年度に音更ふるさと資料
館がリニューアルしたことをきっ
かけに、両町の資料館交流がで
きないかと考え今回の合同展に
繋がったと話す横田さん。「軽米
町・音更町ともに長い歴史が積
み重なり、今の町の姿になってい
る。その中で「つながり」と「違い」
を知って、お互いの町の魅力を感
じていただければ」と合同展の開

催のねらいを話します。
両町が「つながる」きっかけとなっ
た軽米町出身の大川宇八郎翁に
ついて分かりやすく紹介し、知り
たいと思うような内容に工夫した
と言います。「お互いの町の歴史
や自然を知ることで、魅力を再認
識して、これからも姉妹交流を継
続していければ」と今後の交流に
期待を寄せます。

　姉妹締結の翌年の昭和61年に始まったこども研
修団による相互訪問交流事業は、コロナ禍の2020
年から2022年を除き、毎年行われています。40年
近くの歴史の中で、かつて研修生として参加した音
更町のOB・OGが再び軽米町を訪れ、同じく軽米町
の研修生だった方々と交流。思い出話に花を咲かせ
ました。

　姉妹締結40周年を記念して、両町の歴
史・文化そして現在の町の様子を紹介す
る合同展が開催されました。両町の歩み
をパネルで紹介したほか、音更町の十勝石
（黒曜石）の石鏃、エゾシカの赤ちゃんの
はく製標本などの貴重なものも展示。音
更町（ふるさと交流館）では7月から9月ま
で、軽米町（歴史民俗資料館と宇漢米館）
では10月から11月まで展示されました。

大井さんは「当時は軽米の
小学生とは、方言が分からな
くてうまく話せなかったのを
覚えています。今の子供たち
よりもなまりがきつかったか
も」と振り返ります。それで
も、小学校での歓迎会では
温かく迎えられ、「その場面
はしっかり覚えています」と
微笑みます。「今だからこそ、
あの時の思い出がすごく大
事だったんだと実感していま
す」と語ります。

平成11年視察研修
参加者

田中 義
よし

篤
あつ

 さん

音更町教育委員会
生涯学習部生涯学習課
生涯学習センター
担当主査
（社会教育主事・学芸員）

横田 寛
ひ ろ

樹
き

 さん

昭和61年視察研修
参加者

大井ます美
み

 さん

軽米町・音更町姉妹締結40周年　2

レ
が
な
い
、
ア
レ
が
な
い
」
と
い
う
声
を

よ
く
聞
き
ま
す
。
で
も
「
な
い
か
ら
駄
目
」

で
は
な
く
、
そ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
だ
と
捉
え

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
が
あ
れ
ば
い

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
で
き
る
、
挑
戦
し
や
す
い
町
づ
く
り
を

考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

神
久
保
：
軽
米
町
に
戻
っ
て
く
る
と
、
僕

が
子
ど
も
の
頃
に
お
世
話
に
な
っ
た
方
々

が
す
ご
く
応
援
し
て
く
れ
る
ん
で
す
。
先

ほ
ど
、
軽
米
町
は
町
の
中
だ
け
で
完
結
し

て
い
る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
地

域
の
力
が
強
い
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
て
応

援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。「
ハ
イ
キ
ュ
ー
!!
」
も
そ
う
で

す
が
、
町
全
体
と
し
て
応
援
し
た
く
な
る

空
気
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ

れ
が
新
し
い
魅
力
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
軽
米
高
校
の
取
り

組
み
を
町
の
み
ん
な
で
応
援
す
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
そ
れ
が
高
校
の
魅
力
に
な
っ
て

入
学
希
望
者
が
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

町
の
人
の
温
か
さ
を
い
ろ
ん
な
人
が
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
良
い
変
化
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

畑
澤
：
私
は
東
京
で
暮
ら
し
て
40
年
以
上

に
な
り
ま
す
。
あ
る
と
き
、
会
社
の
先
輩

に
誘
わ
れ
て
行
っ
た
焼
き
鳥
屋
で
軽
米
町
産

の
木
炭
が
使
わ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
叱
咤

激
励
を
受
け
た
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
軽
米
町
に
は
本
当
に
良

い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
そ
れ
は
東
京

で
暮
ら
す
私
た
ち
に
と
っ
て
も
誇
り
で
す
。

一
方
で
、
止
ま
ら
な
い
人
口
流
出
や
高
齢
化

率
の
上
昇
、
ア
ピ
ー
ル
不
足
、
働
く
場
の
確

保
、
医
療
や
介
護
の
充
実
な
ど
、
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
多
く
あ
り
ま

す
。
軽
米
高
校
同
窓
会
東
京
支
部
や
在
京

軽
米
会
の
会
員
か
ら
は
、
生
涯
を
通
し
て

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
保
障
や
医
療
介
護
の

充
実
、
墓
仕
舞
い
代
行
、
樹
木
葬
の
実
施

な
ど
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

浅
水
：
軽
米
町
は
子
ど
も
の
数
が
減
っ
て

き
て
、
将
来
的
に
軽
米
高
校
も
合
併
す
る

の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で

も
私
は
、
中
高
一
貫
活
動
や
若
者
会
議
な

ど
、
学
年
を
問
わ
ず
交
流
で
き
る
場
所
が

な
く
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
卒
業
後
も
何
ら
か
の
形
で
軽
米
町
に

関
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
た
だ
、
ど
う

し
て
も
都
会
の
方
が
い
ろ
ん
な
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
車
が
な
い
と
不

便
な
点
も
気
に
な
る
の
で
、
将
来
的
に
改

善
さ
れ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

苅
谷
：
私
も
情
報
量
の
少
な
さ
や
交
通
の

便
は
改
善
さ
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
以
前
、チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
出
店
し
た
際
に
、
二
戸
駅
や
八
戸

駅
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
あ
っ
た
ら
便

利
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
１
日
か
２
日
は
バ

ス
の
運
行
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
日
に
来

場
す
る
お
客
様
の
た
め
に
期
間
中
の
運
行

を
増
や
し
た
ら
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人

に
来
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。
ま
た
、
私
に

と
っ
て
軽
米
町
の
好
き
な

と
こ
ろ
は
星
空
で
す
。

安
達
：
す
ご
く
き
れ
い
で

す
よ
ね
。

苅
谷
：
本
当
に
こ
の
町
の

魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
あ

と
は
、
軽
米
町
な
ら
で
は

の
方
言
な
ど
、
こ
こ
で
暮

ら
し
て
み
な
い
と
わ
か
ら

な
い
魅
力
を
ま
と
め
て
発

信
し
て
い
く
こ
と
も
良
い

と
思
い
ま
す
。

ま
と
め

座
談
会
を
通
じ
て
、
改
め
て
軽
米
町
の
豊

か
な
自
然
や
人
の
心
の
温
か
さ
、
地
域
の

結
束
力
の
強
さ
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

同
時
に
、
情
報
発
信
の
強
化
や
宿
泊
施
設

お
よ
び
移
動
手
段
の
整
備
、
空
き
家
問
題

の
解
決
な
ど
、
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め

に
取
り
組
む
べ
き
課
題
も
共
有
さ
れ
ま
し

た
。「
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」で
は
、

こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
を
よ
り
深
め
て
意
見
を

交
わ
し
、
軽
米
町
の
未
来
を
考
え
て
い
き

ま
す
。

 

ま
と
め

音更町こども視察研修OB・OGの皆さんと交流

旬を迎えたリンゴのもぎ取り体験
も楽しみました

令咊５年にリニューアルした
音更ふるさと資料館

軽米町歴史民俗資料館でも
展示しました

両町の歴史、姉妹締結のきっかけなどを
パネル展示で紹介

最
後
に

軽米高校は生徒と先生、全校が一体となった活動が魅力
であり、これからも大切にしていきたい。将来も軽米町
と関わりをもちたいと、町への思いを話す浅水さん

軽米町 町村合併70周年　4
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軽米町・音更町姉妹締結40周年　1

初の音更公演は挑戦とやりがいに

50周年へ交流続けたい

40周年記念団体交流事業

40周年記念音更訪問ツアー

10月3日夜	 軽米町出発 → 八戸港 ～フェリー～
	 4日朝	 苫小牧港着
	 	 道内・音更町内見学
	 	 音更ふるさと資料館を見学
	 	 音更発祥の地碑・大川宇八郎翁顕彰碑を見学
	 	 十勝が丘ワイナリー・十勝が丘公園見学
	 	 十勝川温泉宿泊
	 5日	 柳月スイートピアガーデン工場見学
	 	 みのり～むフェスタ2025（道の駅おとふけ）
	 	 音更町内・道内見学
	 6日朝	 八戸港到着 → 軽米町到着

音更町との行く末が続くような仕掛けを

町の活気と広がる風景に感動

山内神楽保存会代表

工藤 敬
けい

一
いち

 さん

日山 美
み

津
つ

代
よ

 さん
（逢台野）

軽米町商工会
女性部部長

君成田 三
み

智
ち

枝
え

 さん

「やっぱり、自分たちの演舞を
“外”で見てもらいたい。その
土地の人たちに山内神楽を
知ってもらうのが一番の目的
でした」。そう語る工藤さんに
とって、今回の音更でのステー
ジは大きな挑戦であり、誇りで
もありました。発表当日、音更
の人々から温かい拍手や声援
が送られ、「演者もすごくやりが
いを感じていた」といいます。
音更町には神楽のような郷土

芸能があまりないため、「初め
て見る人が多く、迫力や動きの
美しさに感動してもらえた」と
手ごたえも。「若い世代に受け
継いでもらうためにも、こうした

“外での発表”の場は本当に大
事」と工藤さん。今回が山内神
楽として初の音更訪問だったこ
ともあり、「次も声がかかれば、
多少の負担があっても参加し
たい」と、今後の意欲も語ってく
れました。

姉妹締結40周年を迎えた2025年、軽米町と音更町は互いの結びつきを確かめる
べく、多くの交流事業が実施されました。
軽米町出身の大川宇八郎翁が明治13年（1880年）に現在の音更町に定住するよう
になってから145年。両町の絆は更に深められています。

　音更町で10月5日に開催された「みのり～むフェスタ2025」は、道の駅おとふけを会場に
約1万6500人が来場しました。軽米町からは、例年、人気のリンゴなどの特産品販売のほか、
山内神楽保存会によるステージ公演、町ふるさと大使の神久保翔也さんによる軽米町のPRな
ども行われました。
　40周年記念企画として、両町の資料館合同展、音更町から軽米町への小中学生バレーボー
ル交流、各団体同士による交流、軽米町からの音更訪問ツアー、両町の高校生同士の交流、
かつての姉妹町こども研修参加者によるOB・OG交流会などで、改めて両町のつながりを感
じ、未来への絆を深め合いました。

「次は私たちが行きたいね」と
2022年に音更町商工会女性
部の皆さんが軽米町を訪れた
際、交流の喜びと同時に「もっ
と深い関係を築きたい」という
想いが芽生えました。そして今
年、その想いがついに実現。軽
米町商工会女性部の11名が、
音更町を訪れました。「実は乗
り物酔いする人が多くて…」と
話す君成田部長。フェリーでの
訪問は難しかったものの、飛行
機での訪問を決行しました。現

地では歓迎会が開かれ、音更
町長や商工会長も出席する豪
華な顔ぶれに。「すごく楽しかっ
た。町の皆さんの温かい対応
に感激しました」と笑顔を見せ
ます。次回は軽米町で再会した
いとの話題ものぼり、「そのと
きは、どこを案内しようか、話し
ながら帰ってきました」と語りま
す。「10年後の50周年にはどう
なってるか分からないけど、ま
た交流できるといいですね」。と
話しました。

「10年ぶりに、ようやく音更を
じっくり見られました」。
日山美津代さんは10年前、軽
米中テニス部やソフトテニス協
会の交流で音更を訪れたが、そ
の際は試合中心で、観光はほと
んどできなかったといいます。
今回は「町の補助があり参加し
やすかった」と笑顔に。旅の中で
最も印象に残ったのは、早朝に
乗った熱気球体験。「上空から十
勝の景色を見渡せて、本当にテ
ンションが上がりました」と目を
輝かせます。道の駅おとふけで
見た山内神楽の演舞にも感動。

「いつも見慣れている神楽が、
場所が違うだけでこんなに新鮮
に感じられるとは」と、新たな視
点を得た様子でした。音更ふる
さと資料館や新しい道の駅や、
町の活気や広がる穀倉地帯の
風景に感動。「ガイドさんの解説
もとても分かりやすくて、“大人
の修学旅行”のような体験でし
た」と語ります。今後の姉妹町交
流については、「軽米町にも、町
民が気軽に楽しめる場所やアク
ティビティがもっと増えるといい
ですね」と軽米の魅力向上につ
いても話してくれました。

軽米町の印象は音更町より住みやすそう

新鮮だった同世代との地域交流

「北海道には何度も行ったけれ
ど、十勝地方は初めてでした」と
話す中村さん。今回、友人3名
とともに参加した個人ツアーで
は、十勝平野の雄大な景色と町
の賑わいに強い印象を受けたそ
うです。「音更は広くて活気があ
る町。軽米とはまた違った良さ
があった」と中村さん。音更町資
料館では開拓に尽力した大川宇
八郎さん（軽米出身）の資料に触
れ、「自分たちのルーツを再確認
できた」と語ります。道の駅おと

ふけでは地元のにぎわいや観光
客の多さにも驚かされたとのこ
と。「軽米とはスケールが違う。
けれど、交流があるからこそ、あ
ちらも私たちの訪問を喜んでく
れたと思います」と。今後につい
ては、「イベントがあるからこそ
続いていく。何もなければ自然
と途絶えてしまう。町民同士の
行き来が続いていくような仕掛
けが大事」と語り、イベントや広
報での呼びかけの重要性も指摘
されました。

初めての軽米町は、落ち着いた
雰囲気でのどかな町並みに「音
更町より住みやすそう」との印
象を持ったといいます。高校交
流では、両町の特産品を使った
マドレーヌづくりに挑戦。雑穀
やドライアップルなどを使いな
がら、お互いに協力して作りま
した。「型に均等に流し込むの
が難しかったけど、みんなで作
れて楽しかった」「完成したマド
レーヌを友達に配ったら“美味
しい！”と言ってもらえて、すごく

いい思い出になった」と、笑顔で
語ってくれました。この交流を
通じて「今後も軽米とつながっ
ていきたい」「観光にまた来て
みたい」「100周年に、また来ら
れたらいいな」という未来を見
据えるコメントもありました。
また、「町のキャラクター同士
の交流をしてみたい」「他の軽
米高生とも仲良くなりたい」と
いった声もあり、今回の出会い
が新たな縁へとつながっていく
期待が感じられました。

食フェスタ in かるまいで実際
に音更高校生と会って「それま
ではオンラインでしか会ってい
なかったけれど、直接話すこと
で距離が縮まった」と話し、緊張
と喜びが入り混じる貴重な体験
となりました。

「音更という町の名前も知らな
かったけれど、交流を通して身
近に感じるようになった。今度
は旅行でも行ってみたい」とい
う生徒もいたとのこと。

「同世代の人と地域の話題で交
流できるのが新鮮だった」

「町同士の交流なんて初めて。
自分たちがつながりの一歩に
なれた気がしてうれしい」

「最初は緊張したけれど、笑顔
で話してくれる音更高校の皆さ
んに元気をもらった」 

「今度は私たちが音更町に行っ
て、もっと交流を深めていきた
い」など、次の交流への契機と
なったようです。

中村 幸
ゆき

彦
ひこ

 さん
（下河南）

軽米高校2年

中村 心
こと

葉
は

 さん

音更高校3年

田立 知
とも

大
ひろ

 さん

みのり～むフェスタ2025の会場で
音更町の小野町長（左）と山本町長

両町のイメージキャラクターがみのり～むに集合（左から、軽米
町のひえポン、音更町の和ぎゅりー、モ～るちゃん、おおそで君）

音更町主催のパークゴルフ交流大会に参加
パークゴルフ発祥の地・幕別町も訪れました

食フェスタで来町した音更高校生と対面交流も

オンラインでつないでの高校生マドレーヌづくり

音更ふるさと資料館を皮切りに町内を見学

「音更町発祥の地」記念碑も訪れました

山内神楽保存会が音更町での初演舞を
披露しました

軽米・音更の高校生交流
　40周年を記念して、高校生同士の交流機会を
つくることを目的に、オンラインでのマドレーヌづ
くりと、軽米町で開催される食フェスタ in かるま
いでの対面交流を実施しました。
　9月に、生徒が自分の町と高校の紹介をし合う
ことから始まり、10月には両町の材料を使ったマ
ドレーヌづくりを経て、10月19日の食フェスタに
合わせて音更高校の生徒6名が来町しました。最
初の緊張感から打ち解け、最後は連絡を交換し合
うまでになりました。

軽米町パークゴルフ協会
●期間：令和７年９月19日～20日　●参加者：11人
●交流内容：音更町パークゴルフ協会との交流

山内神楽保存会
●期間：令和７年10月4日～6日　●参加者：14人
●交流内容：みのりーむフェスタでの神楽演舞の披露

軽米町交通指導隊
●期間：令和７年10月13日～16日　●参加者：4人
●交流内容：音更町交通指導隊との意見交換・交流

軽米町商工会女性部
●期間：令和７年10月24日～26日　●参加者：11人
●交流内容：音更町商工会女性部との意見交換、交流会

音更訪問ツアー行程表



　軽米町と音更町は、昭和60年10月31日に姉妹締結をして40年という節目の年を迎えました。
　両町の深い縁をたどりますと、明治13年に軽米町出身の大川宇八郎翁が遙か海を渡り、未開の地
であった本町に入植・定住したことに始まります。現在の音更町は、宇八郎翁をはじめ先人の不屈
の精神と不断の努力の上に築き上げられており、誠に感謝の念に堪えません。
　また、その縁をたぐり寄せ、結びつけていただいた当時の内澤昭治町長をはじめ、関係者の皆様
のご尽力に、心から敬意を表する次第であります。
　以来40年に渡り、スポーツや文化活動、小学校児童による相互訪問など幅広い分野での交流が続
き、現在に至っております。交流を通して長年の友好関係に想いを馳せるとともに、これからの両
町の歴史においても、たくさんの友情が育まれ続いていくものと確信しております。
　これまで築き上げてきた友好関係を大切に、次の世代へと引き継ぎ、姉妹締結40周年という記念
すべき年を契機として、両町の絆が一層強まることを切望しております。
　結びに当たり、軽米町の更なる発展と皆様のご健勝・ご多幸を心からお祈り申し上げましてお祝
いの言葉とさせていただきます。

姉妹締結40周年を祝してのごあいさつ

音更町長　小野　信次

軽米町・音更町姉妹締結40周年記念

おとふけ
音更町キャラクター音更町キャラクター
おおそでくんおおそでくん


